
金
滞
古
蹟
志
巻
十
五

捻
ー
若
相
昌
背
御
法
度
-
聾
有
v
之
に
付
而
は
、
野
廻
御
横
目
之
者
共
と

し
て
相
改
、
念
度
可
z
申
上
-
旨
所
被
-b一
出
-
也
。
の
如
v
件。
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村

右
の
如
〈
見
ね
た
れ
ば
、
此
の
時
節
に
諸
士
金
揮
に
て
の
銃
放
の
規

則
も
厳
重
に
成
り
た
り
し
と
開
ゆ
。

。
大
義
徳
善
寺

東
方
興
宗
道
場
也
。
俗
に
大
桑
御
坊
と
呼
べ
り
。
由
来
書
に
.
営
寺

草
創
永
勝
二
年
、
借
徳
普
石
川
郡
大
桑
村
に
建
立
、
後
川
上
新
町
今

之
地
へ
移
縛
す
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
貞
享
二
年
の
由
来
容
に
、

大
桑
村
徳
善
寺
と
記
載
す
。
=
一
筒
屋
版
の
六
用
集
に
も
、
徳
善
寺
を

金
海
道
場
の
中
に
記
載
せ
宇
。
さ
れ
ば
貞
享
元
年
の
頃
は
‘
い
ま
だ

大
桑
村
に
あ
り
て
、
事
保
以
後
友
ど
に
金
津
へ
出
で
‘
川
上
新
町
に

居
住
せ
し
た
る
べ
し
。
今
大
桑
村
に
御
坊
屋
敷
と
mmす
る
地
ニ
ク
所
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・

存
せ
り
。
殊
に
営
村
は
上
古
以
来
の
郷
里
た
り
し
故
花
、
共
の
地
甚

だ
庚
〈
、
今
の
長
坂
村
の
回
畠
等
智
大
桑
の
村
地
た
り
し
と
と
、
三

霊
記
等
に
記
載
せ
り
。
今
に
至
り
倫
其
の
村
地
の
庚
大
た
る
事
他
村

と
異
り
。
是
上
古
以
来
の
村
落
・
な
る
ゆ
ゑ
た
る
べ
し
。
さ
れ
ぽ
救
世

観
音
寺
の
来
歴
等
鮮
か
怠
ら
・
?
と
い
へ
ど
も
、
い
と
上
代
よ
り
の
古

剰
に
て
、
い
に
し
へ
名
高
き
寺
院
友
る
ぺ
け
れ
E
、
園
風
の
頃
零
落

し
‘
殊
に
文
明
の
頃
改
宗
し
て
寺
併
も
散
飢
し
‘
縁
起
・
奮
記
等
も
僻
・

来
せ
告
y
o
僅
か
に
邑
人
の
口
碑
に
僻
閲
す
る
の
み
た
る
故
に
鮮
か
・
な

ら
宇
。
倫
勘
考
す
ぺ
し
。

。

菊

川

町

此
の
町
は
、
文
政
二
年
川
上
新
町
に
定
芝
居
小
屋
を
置
き
た
る
時
.

此
の
地
法
に
町
名
を
立
て
、
菊
川
町
・
竹
嶋
町
・
末
吉
町
た
ど
の
新
名

を
ま
う
け
た
り
。
然
る
に
明
治
四
年
四
月
戸
籍
編
成
町
名
改
正
の

時
、
竹
崎
・
末
吉
の
南
町
を
合
併
し

τ、
菊
川
町
の
一
名
と
友
じ
た

り
。
菊
川
の
町
名
は
、
犀
川
を
ば
昔
よ
り
菊
水
川
と
も
雅
名
せ
し
ゅ

ゑ
に
名
付
け
た
る
欺
。
或
は
固
く
.
文
政
三
年
五
月
川
上
芝
居
小
屋

に
於
て
奥
行
せ
し
よ
り
・
天
保
九
年
六
月
ま
で
菊
川
松
之
助
座
本
を

勤
め
、
殊
に
人
撃
を
得
た
り
。
故
に
町
名
に
も
呼
ぴ

τ、
菊
川
町
と

金
滞
古
蹟
志
巻
十
五

四

あ

p
o
-
-グ
所
は
材
木
町
普
概
寺
の
寺
跡
.
一
ケ
所
は
徳
善
寺
の
寺

跡
怠
り
と
い
へ
り
。
邑
停
に
云
ふ
。
大
桑
村
に
、
往
古
は
大
桑
山
放

世
観
音
寺
と

τ、
四
宗
粂
串
の

E
剃
あ
り
て
、
由
縁
あ
る
古
利
た
り

し
か

E
・
文
明
年
中
蓮
如
上
入
賞
園
下
向
の
頃
宗
儀
に
蹄
依
し
、
遂

に
弟
子
と
成
り
て
改
宗
せ
り
。
今
大
桑
村
・
三
小
牛
村
の
地
境
な
る

山
中
に
.
錯
堂
跡
と
て
近
き
頃
ま
で
も
礎
た
E
残
り
居
た
り
。
是
邸

ち
教
世
観
音
寺
の
鐘
楼
堂
の
遺
蹟
な
ら
ん
と
い
ひ
停
へ
た
り
。
さ
て

長一制
f
f
・
-
徳
善
寺
は
、
救
世
観
音
寺
の
坊
中
に
て
あ
り
し
ゅ
ゑ
、
大
桑

一
村
の
邑
民
は
、
今
に
至
り
雨
寺
の
門
徒
た
り
。
此
の
村
は
大
村
に

で
、
戸
数
多
し
と
い
へ
共
、
他
寺
の
者
は
二
・
=
一
戸
た
ら
で
な
し
と

い
へ
り
。
平
女
按
守
る
に
、
救
世
観
音
寺
の
事
は
、
園
史
・
備
鍛
等
に

い
ま
だ
所
見
・
な
し
と
い
へ

E
も
、
大
桑
村
は
和
名
抄
に
加
貧
困
石
川

郡
大
桑
、
奮
本
和
名
抄
に
は
加
賀
郡
大
桑
と
あ
り
て
、
営
闘
の
古
郷

た
り
。
元
総
十
四
年
の
郷
村
名
義
抄
に
、
此
の
村
領
之
内
に
往
古
大

き
成
る
桑
J

木
有
v
之
に
付
、
村
名
を
大
桑
村
と
云
ふ
由
申
停
ふ
。
と

あ
り
て
、
安
政
の
頃
大
桑
村
の
地
内
犀
川
河
岸
普
鯖
の
時
、
大
木
の

根
株
を
ぽ
川
中
よ
り
掘
出
し
け
る
に
、
…
脚
代
杉
の
や
う
に
て
全
く
桑

木
也
。
往
昔
の
大
桑
た
り
し
事
疑
ひ
を
容
れ
・
?
。
今
に
共
の
磁
木
を

い
へ
り
と
。
但
し
町
名
は
甚
だ
美
名
た
り
し
か
ど
.
共
の
町
内
は
小

家
の
貧
家
の
み
也
。

。

御

事

町

訟
ち
ん
ち
ゃ
う
と
呼
べ
り
。
文
政
日
記
に
一
冨
ふ
。
文
政
二
年
犀
川
川

上
新
町
御
亭
町
k
b
い
て
大
芝
居
初
り
、
御
亭
町
之
小
家
四
拾
軒
許

買
上
に
相
成
り
、
芝
居
小
屋
拾
一
聞
に
廿
八
問
、
料
理
屋
向
=
一
聞
に

拾
八
聞
に
相
建
て
‘
抽
唱
々
茶
屋
も
相
建
つ
。
と
あ
り
て
、
文
政
の
頃

は
御
亭
町
と
て
甚
だ
貧
家
の
小
家
の
み
あ
り
し
か
E
、
共
の
家
屋
を

取
段
ち
‘
定
芝
居
小
屋
を
建
て
、
途
に
町
名
も
絶
え
た
り
け
り
。

。

御

事

跡

文
政
二
年
に
定
芝
居
小
屋
建
築
以
前
は
‘
御
亭
跡
と
て
亭
の
遺
跡
あ

り
。
奮
停
に
一
冨
ふ
。
昔
此
の
地
越
は
務
士
水
野
氏
の
別
旋
に

τ、
そ

の
か
み
此
の
地
に
築
山
・
泉
水
等
あ
り
て
、
建
物
を
ぽ
御
亭
と
呼
べ

り
。
然
る
に
水
野
民
共
の
亭
を
厳
し
、
遺
跡
の
み
と
成
り
た
り
と
い

へ
り
。
文
政
二
年
に
共
の
遺
地
に
定
芝
居
小
屋
を
建
築
す
と
也
。

。
守
宮
掘
偉
話

此
の
掘
は
‘
水
野
氏
の
別
挺
あ
り
し
頃
、
築
山
下
の
溜
掘
に
て
、
別

症
の
遺
跡
た
り
し
か
ど
、
文
政
二
年
に
定
芝
居
小
屋
を
此
の
地
に
建

五




